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２０２４年１１月１３日 

関西電力株式会社 

 

当社は、高浜発電所１、２号機空冷式非常用発電装置の恒設化工事に伴い、

電気事業法および福井県公害防止条例に基づいた手続きが実施できていない

ことを確認しました。 

当該装置については、福島第一原子力発電所事故を踏まえた対応として、 

２０１１年に配備しました。その後、高浜発電所１号機は２０２０年に、高浜

発電所２号機は２０２１年に新規制基準に対応させるため、当該装置を可搬

設備から恒設電源に変更しました。その際、電気事業法第４８条第１項※１（工

事計画）および福井県公害防止条例第１５条※２（特定工場の構造等の変更の

届出）に基づいた手続きが実施できていなかったものです。 

今後、速やかに必要な手続きを実施してまいります。 

 

 

※１ 電気事業法第４８条（工事計画） 
事業用電気工作物の設置又は変更の工事（前条第１項の主務省令で定めるものを

除く。）であって、主務省令※３で定めるものをしようとする者は、その工事の計画
を主務大臣に届け出なければならない。その工事の計画の変更（主務省令で定める
軽微なものを除く。）をしようとするときも、同様とする。 

 
※２ 福井県公害防止条例 

第１５条（特定工場の構造等の変更の届出） 
第１３条または前条の規定による届出をした者は、その届出に係る第１３条第

４号から第７号までに掲げる事項の変更をしようとするときは、規則で定めるとこ
ろにより、その旨を知事に届け出なければならない。 
第１３条（特定工場の設置の届出）                     
特定工場を設置しようとする者は、規則で定めるところにより、次に掲げる事項

を知事に届け出なければならない。 
４ 建物および施設の構造および配置 

 
※３ 原子力発電工作物の保安に関する命令第１３条（工事計画の事前届出） 

事業用電気工作物の設置又は変更の工事であって、別表第三の上欄に掲げる工事
の種類に応じてそれぞれ同表の下欄に掲げるもの。（別表第三・ばい煙発生施設に
該当する電気工作物：非常用予備発電装置の設置、ばい煙処理施設に該当する電気
工作物：非常用予備発電装置の設置） 

 

以 上 

 

添付資料：高浜発電所における電気事業法および福井県公害防止条例に基づく 

工事の手続き漏れの概要 
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新規制基準対応のための、高浜発電所１、２号機空冷式非常用発電装置（以下「空冷ＤＧ」
という）の恒設化工事に伴い、電気事業法および福井県公害防止条例に基づいた手続きを
行っていないことを確認した。

＜事象概要＞

高浜発電所における電気事業法および福井県公害防止条例に基づく
工事の手続き漏れの概要

添付資料
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空冷ＤＧについて、可搬設備から恒設設備に扱いを変更。
恒設電源とする（常時接続）にあたり、電気事業法
および福井県公害防止条例に基づいた手続きを行う
必要があった。

＜恒設電源とした実績＞
・高浜１号機：2020/8/11
・高浜２号機：2021/8/10
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＜位置図（概要）＞


